おわりに
教育コミュニティづくりを提唱してから１０年。この間、社会的背景が変化し、様々な課題が浮き彫りになってきたが、あらためて原点に立ち返り、引き続き教育コミュニティづくりを進めることの重要性とその具体的な推進方策を、府内各地で行われている事例に基づいて述べてきた。

　　本提言を策定するにあたり、多くの事例を調査・分析していくうちに、地域には人や場など豊富な資源が数多く存在することを実感した。それらの資源は、すでに花開いていることもあれば、まだ表面には現れていないことも多い。また、これらの資源をいかに発掘するか、それをどのように活用するのか、活用できるのか等、その方法や効果は画一的ではなく、まさに地域の実情によって異なってくる。

そこで、この提言からそれぞれの地域で効果的に使えそうな部分を取り出したり、あるいは組みあわせて使うなど、市町村・地域の実情にあわせて実践に結びつけていただければと思う。

また、本提言第Ⅱ章では「今後めざす地域社会の状態」について述べたが、言うまでもなく社会教育は、多様な人々が、様々な状況にあることを踏まえて進められるべきものであり、いわゆる競争原理や自己責任だけを強く求めることはなじまない。

社会教育においては、今後とも人々が互いを気遣いながら他者と協働する力を持てる環境を整えていくことの重要性を確認するとともに、個人では対応できない様々な社会的課題の解決に教育コミュニティが働きかけるという可能性もより広げてもらいたい。

さらに、本提言の策定の過程において、生命の大切さを伝えることや、受援力（支援を受ける力）を育むことの必要性など、多岐に渡る真摯な協議が重ねられたことも付記しておきたい。

最後に、教育コミュニティづくりを通じて地域の教育力の向上を図る取組みは、人々の意識の変化を前提とした働きかけである。その浸透には相応の時間がかかるものであることから、府は見えやすい効果や成果だけを求めることなく、引き続き長期的な支援を続けていくことを期待したい。
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これからの社会教育（中島智子）


社会教育は、住民一人ひとりが自ら学ぶ権利に基づいて自主的な学習を継続し、そのことが地域課題の解決に結びつくものと想定されています。地域や家庭、学校のありようが変化を遂げている今、もう一度この原点に立ち返り、これまでの蓄積を継承しつつ、あらたな学びを展望できたらと願っています。そういう思いが今回の提言には盛り込まれており、それが活かされることを、希望を持って見守りたいと思います。








PAGE  
- 21 -

